
去
る
５
月
３０
日
、
市
民
憲
章
推
進
者
表
彰
式
典
が

京
都
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
民
憲
章
は
、
国
際

文
化
観
光
都
市
の
市
民
で
あ
る
誇
り
を
も
っ
て
、
京

都
を
美
し
く
豊
か
に
す
る
た
め
に
、
市
民
の
守
る
べ

き
規
範
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

式
典
で
は
、
ま
ち
の
美
化
や
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
、
こ
の
市
民
憲
章
を
積
極
的

に
推
進
し
て
こ
ら
れ
た
方
々
が
桝
本
市
長
か
ら
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

児
童
手
当
を
受
給
中
の
方
は
、
５
月
末
に
お
届
け

し
た
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
６
月
３０
日
ま
で
に
福

祉
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
を
提
出
さ

れ
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

公
務
員
の
方
は
、各
所
属
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
以
前
に
所
得
制
限
に
よ
り
受
給
で
き
な
か

っ
た
方
で
も
、
所
得
の
変
動
な
ど
の
た
め
、
再
度
請

求
す
る
こ
と
で
受
給
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

福
祉
課
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平
成
１５
年
度
分
の
京
都
市
国
民

健
康
保
険
の
保
険
料
額
は
、
今
月

中
旬
に
送
付
す
る
保
険
料
納
入
通

知
書
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
険
料
納
入
通
知
書
に
は
、
口
座

振
替
依
頼
書
が
付
い
て
い
ま
す
の

で
、
保
険
料
の
お
支
払
い
に
は
、

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

お
知
ら
せ
し
た
保
険
料
額
は
、

６
月
か
ら
翌
年
の
３
月
ま
で
の
１０

回
の
納
期
に
分
け
て
納
付
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
保
険
料
は
、
各
月

の
納
期
限（
原
則
と
し
て
各
月
末
、

月
末
日
が
土
日
や
祝
日
な
ど
の
場

合
に
は
翌
月
最
初
の
平
日
）
ま
で

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
険
料
の
納
付
に
困
難

な
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
減
額
制

度
が
適
用
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
場
合
、
で
き
る
だ
け
今

月
中
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

保
険
年
金
課
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室内環境汚染に起因している上記のような症状は、シックハ
ウス症候群と呼ばれています。この場合、室内を十分に換気し
たり（２か所以上の窓を開ける）、日々の清掃を心がけることが
大切です。
下京保健所では、シックハウス症候群などでお悩みの方に対
して相談窓口を開設しています。また、一般家庭のダニアレル
ゲン・ホルムアルデヒドなどの簡易検査も必要に応じて実施し
ていますので、お気軽にご相談ください。 問合せ 衛生課

【
個
人
】

岸
本

巌

さ
ん

格
致
学
区

寺
田

武
史

さ
ん

成
徳
学
区

梅
戸

哲
男

さ
ん

豊
園
学
区

奥
野

貞
幸

さ
ん

開
智
学
区

小
川

徹
司

さ
ん

淳
風
学
区

佐
野

良
子

さ
ん

淳
風
学
区

西
村

義
一

さ
ん

醒
泉
学
区

川
上

弘

さ
ん

修
徳
学
区

山
岸

春
子

さ
ん

修
徳
学
区

原
田

水
太
郎
さ
ん

植
柳
学
区

森

和
雄

さ
ん

植
柳
学
区

中
堀

力
馬

さ
ん

尚
徳
学
区

服
部

三
砂
子
さ
ん

尚
徳
学
区

松
崎

好
子

さ
ん

尚
徳
学
区

佐
野

百
合
子
さ
ん

稚
松
学
区

丹
羽

典
子

さ
ん

稚
松
学
区

深
田

寛
明

さ
ん

稚
松
学
区

森
田

義
男

さ
ん

菊
浜
学
区

山
田

一
男

さ
ん

菊
浜
学
区

宇
都
木

三
郎
さ
ん

安
寧
学
区

黒
川

悦
子

さ
ん

皆
山
学
区

長
谷
川

清
映
さ
ん

皆
山
学
区

森

辰
子

さ
ん

皆
山
学
区

小
島

秀
一

さ
ん

崇
仁
学
区

竹
口

エ
ミ
子
さ
ん

崇
仁
学
区

西
村

久
次

さ
ん

崇
仁
学
区

福
田

芳
子

さ
ん

崇
仁
学
区

【
団
体
】

木
屋
町
会

永
松
学
区

京
都
中
堂
寺
六
斎
会

光
徳
学
区

�
法華寺（西新屋敷中之町）

弘
仁
１４
（
８２３
）
年
の
東
寺
建

立
の
こ
ろ
、
塔
中
の
法
華
堂
と

し
て
創
建
さ
れ
る
。

建
長
３
（
１
２
５
１
）
年
、

畿
内
各
地
で
諸
宗
の
修
学
を
重

ね
て
い
た
日
蓮
聖
人
が
、
東
寺

密
教
の
研
さ
ん
の
た
め
滞
在
。

み

の

ぶ

こ
の
時
の
別
当
が
、
後
に
身
延

さ
ん山
の
日
蓮
聖
人
を
訪
ね
直
弟
子

と
な
る
。

そ
の
後
、
京
都
で
の
法
華
宗

ぐ

つ

う

に
ち
ぞ
う

弘
通
に
活
躍
し
た
日
像
上
人
が

て
ん

も
ん

ほ
っ

迫
害
さ
れ
た
と
き
と
、
天
文
法

け華
の
乱
（
１
５
３
６
年
）
で
焼

失
す
る
が
、
そ
の
度
に
再
興
さ

れ
る
。
昭
和
３８
年
、
新
幹
線
敷

設
工
事
の
た
め
、
東
寺
北
門
前

の
地
か
ら
現
在
地
に
移
転
。

境
内
に
は
、
日
蓮
聖
人
が
滞

在
時
に
、
自
ら
掘
っ
て
硯
の
水

に
使
っ
た
と
さ
れ
る
「
硯
水
之

井
戸
」
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
妙
見
堂
は
洛
陽
十
二
支

ひ
つ
じ

妙
見
の
一
つ
「
未
の
方
の
妙
見

さ
ん
」
と
し
て
人
々
の
信
仰
を

集
め
て
い
る
。
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発展計画の概要
�学区社協の従来事業の強化・発展および新規事業の展開へ
の支援
�在宅介護者の会などの要支援団体や個人への支援
�ボランティア活動や市民活動への支援
�下京区社協の独自事業の拡充
�総合相談事業のための専門機能と体制の整備・強化および
地域福祉推進ネットワークの構築

�
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下
京
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

２
年
前
に
専
門
委
員
会
を
設
け
、

区
内
の
福
祉
状
況
を
踏
ま
え
た
う

え
で
、「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
た
め
の
福
祉
活
動
発

展
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
後
５
年
間
の
見
通
し
に
た
っ

て
作
ら
れ
た
こ
の
計
画
に
沿
っ
て
、

社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
人
が

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の

で
き
る
福
祉
の
ま
ち
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

問
合
せ

下
京
区
社
会
福
祉
協
議

会
（
�
３６１
・
１
８
８
１
）

京
都
市
で
は
、
失
業
や
不
測
の

事
故
な
ど
の
た
め
、
お
盆
の
時
期

に
生
活
に
困
ら
れ
る
世
帯
に
対
し

て
生
活
相
談
を
行
う
と
と
も
に
、

必
要
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
に
、
夏

季
特
別
生
活
資
金
の
貸
付
を
行
い

ま
す
。

生
活
相
談
日
時

７
月
８
日
（
火
）
〜
１１
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
正
午
と

午
後
１
時
〜
３
時

開
催
場
所

下
京
区
総
合
庁
舎

４
階
会
議
室

貸
付
日

７
月
１８
日
（
金
）

貸
付
の
内
容

○
１
世
帯
１５
万
円
を
限
度
と
し
、

世
帯
員
１
人
あ
た
り
３
万
円
を
目

安
に
お
貸
し
し
ま
す
。

○
担
保
、
保
証
人
は
不
要
で
利
子

は
つ
き
ま
せ
ん
。

○
償
還
は
、
１
か
月
以
上
３
か
月

以
内
の
据
置
期
間
を
含
め
て
２
年

以
内
に
、
原
則
と
し
て
均
等
月
賦

で
返
済
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

貸
付
が
受
け
ら
れ
な
い
世
帯

○
ボ
ー
ナ
ス
な
ど
の
臨
時
収
入
が

あ
っ
た
り
、
ほ
か
の
共
済
制
度
に

よ
る
貸
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
世
帯

○
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

○
以
前
に
夏
季
ま
た
は
歳
末
で
、

こ
の
資
金
貸
付
を
受
け
、
償
還
率

が
８０
％
に
満
た
な
い
世
帯

○
償
還
能
力
に
欠
け
る
と
認
め
ら

れ
る
世
帯

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
及
び
健
康
保
険
証
な
ど
住
所

と
家
族
構
成
を
明
ら
か
に
で
き
る

も
の

問
合
せ

福
祉
課

昭
和
３８
年
、
京
都
駅
前
か
ら

見
た
ビ
ル
部
分
の
組
み
立
て
が

進
む
京
都
タ
ワ
ー
。

（
京
都
タ
ワ
ー
（
株
）
蔵
）

「京都タワー
建設過程」
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Ｑ 梅雨の語源は何なのでしょう。
Ａ 梅雨ということばの由来ですが、
ちょうど梅の実が黄色に熟する６、７
月ころに始まる長雨であることから、
「梅雨」といわれています。秋の長雨
しゅうりん

（秋霖）と並んで、日本の気候の大き
な特徴の一つです。
Ｑ どれくらいの雨が降ると、注意を
する必要がありますか。
Ａ 雨は、私たちの生活に欠くことの
できないものです。しかし、この雨も
量が多くなり、長時間降り続くと土砂
災害や河川の増水による洪水等の災害
が起きる危険があります。
１時間に２０ミリメートル以上の雨が
降ったときや、降り始めてからの雨量
が１００ミリメートルを超えたときは、特
に注意が必要となります。
Ｑ 日ごろから準備しておくことはあ

りますか。
Ａ テレビやラジオ、新聞などが伝え
る気象情報に注意をして、気象の変化
に関心をもちましょう。
また、あらかじめ停電などに備えて、
懐中電灯、電池、携帯ラジオなど非常
持出品を準備しておく必要があります。
その他、地域の避難場所や安全な避
難経路などを、家族みんなで確認して
おくことも大切です。
Ｑ 家庭や家の周りで、注意すること
はありますか。
Ａ 雨で増水した河川、側溝、マンホ
ールなどは、道路との境界が見えにく
くなり、転落の危険性が高くなります。
むやみに外出しないようにしましょう。
豪雨のときには、地下室は危険です。
浸水の危険があるときは、急いで避難
しましょう。

けすぞう君の防災 Q&A 大雨時の防災対策について

今
年
も
梅
雨
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
大
雨
時
の
防
災
対

策
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

																																						
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 																																					

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

下京消防団総合査閲実施
５月１８日、下京消防団総合査閲が行
われ、下京区の代表として、開智消防
分団が選ばれました。
また、６月１日、市の総合査閲に参
加した開智消防分団は、日ごろの訓練
の成果を見事に発揮、優秀な成績を収
めました。
皆さんも、消防団に入団しませんか。
入団方法などくわしくは、お近くの下

京消防団員または下京消防署庶務係
（�３６１―４４１１）まで。

Ｑ

平
成
１５
年
度
の
市
・

府
民
税
納
税
通
知
書
を

受
け
取
る
時
期
に
な
り

ま
し
た
が
、
市
・
府
民
税
を
納
め

る
市
町
村
や
行
政
区
は
ど
の
よ
う

に
し
て
決
ま
る
の
で
す
か
。

Ａ

個
人
の
市
・
府
民
税

を
納
め
て
い
た
だ
く
の

は
、
市
町
村
や
区
内
に

住
所
が
あ
る
方
に
な
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
そ
の
年
の
１
月
１

日
（
賦
課
期
日
と
い
い
ま
す
）
現

在
の
状
況
に
よ
っ
て
課
税
さ
れ
る

か
ど
う
か
の
判
断
が
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
今
年
の
１
月
２
日
以

降
に
下
京
区
に
転
入
し
て
こ
ら
れ

た
方
は
、
今
年
度
分
の
市
・
府
民

税
が
、
以
前
に
お
住
ま
い
の
市
町

村
ま
た
は
行
政
区
で
課
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
下
京
区
で
は
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
。住
所
に
つ
い
て
は
、

原
則
的
に
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ

き
ま
す
が
、
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
な
く
て
も
現
実
に
お

住
ま
い
の
場
合
に
は
、
区
内
に
住

所
が
あ
る
も
の
と
み
な
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
年
の
１
月
２
日
以
降

に
死
亡
さ
れ
た
場
合
、
１
月
１
日

に
発
生
し
た
納
税
義
務
が
消
滅
し

な
い
の
で
課
税
対
象
と
な
り
、
相

続
さ
れ
た
方
に
税
金
を
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
場
合
、
京
都
市
で

は
特
別
な
事
情
が
あ
れ
ば
税
を
減

免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
く
わ

し
く
は
市
民
税
課
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

�買い物
●生鮮食品は新鮮なものを選ぶ。
●消費期限をチェックする。

�食べ物の保存
●冷蔵や冷凍が必要なものはすぐに
冷凍・冷蔵庫に入れる。詰め込み
すぎはダメ。
（庫内の７割程度まで
）
●生の魚や肉の汁が外にもれて他の
食品などを汚さないようにする。

�料理前・下準備
●せっけんでよく手を洗う。肉や魚、
卵等を扱った後などにも手を洗う。
●生の肉や魚を切った後の包丁やま
な板などは、熱湯消毒が効果的。
●冷凍食品は室温で解凍しない。冷
蔵庫、電子レン
ジなどを使うこ
と。また、解凍
したものを再冷
凍することのな
いよう、使う分
だけを解凍す
る。

�調理中・調理後
●十分加熱する。中心温度が７５度で
１分以上が目安。
●包丁、まな板などの調理器具は、
使用後すぐに洗剤、流水で洗う。
漂白剤に一晩つけたり、煮沸消毒
などするとなお効果的。ふきんや
たわし、スポンジなども洗浄・消
毒が大事。
●調理前後の食品を室温で長く放置
しない。
＊食中毒の原因菌である病原性大腸
菌O１５７は１５～２０分で２倍に、主に
魚介類が原因で発生する食中毒菌
腸炎ビブリオは、１０分程度で２倍
に増えます。

�食事をするとき
●食事の前は手を洗う。
●清潔な手で、清潔な食器に盛り付
ける。

�残ったら…
●残った食品は、早く冷えるように
浅い容器に小分けして冷蔵。
●少しでもおかしいと感じたら、思
い切って捨てる。

梅
雨
ど
き
を
迎
え
、食
中
毒
が
こ
わ
い
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
食
中
毒
の
原
因
と
な
る
食
事
が
、「
見

た
目
」
や
「
に
お
い
」
で
判
断
で
き
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。日
々
の
生
活
の
中
で
、食
中
毒
か
ら
家
族
を

守
る
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

頭痛やめまい、 
吐き気がする 

鼻水や涙、 
せきが出る 

目がちかちかしたり、 
のどが痛む 

皮膚が乾燥する、 
赤くなる、かゆくなる 
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に
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て
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ろ
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金
に
つ
い
て
知
ろ
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安安ららぎぎののああるるくくららししとと
華華ややぎぎののああるるままちちをを目目指指ししてて

�
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
�

国民健康保険の

保
険
料
通
知
は

今
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す

夏
季
特
別
生
活
相
談
と

特
別
生
活
資
金
貸
付

相
談
日
は
７
月
８
日
（
火
）
か
ら

児
童
手
当
現
況
届
は
６
月
中
に

・以下１人増すごとに３８万円を加算。
・老人扶養親族１人につき６万円を上記
の額に加算。
・児童手当欄は、国民年金加入者または
年金無加入者が対象、特例給付欄は、
厚生年金及び共済組合加入者が対象。

５７４万円４１５万円３

５３６万円３７７万円２

４９８万円３３９万円１

４６０万円３０１万円０

特例給付児童手当
扶養親族
等の数

所得限度額

平成１５年度児童手当所得限度額表

日
蓮
聖
人
お
手
掘

け
ん
す
い

硯
水
之
井
戸

下京区

地
域
福
祉
活
動
発
展
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

３０�以上
バケツをひっくり返したような激しい雨
で道路が川のようになり、がけ崩れが起
こりやすくなります。

２０～３０�土砂降りで側溝があふれ、小さな川のは
んらんやがけ崩れが始まります。

１０～２０�
雨の音で話もよく聞き取れません。
一面に水たまりができます。この程度の
雨が長く続くときは注意が必要です。

５～１０�雨の音がよく聞こえ、たちまち水たまり
ができます。

１時間の雨量状況（雨の降り方）

雨の降り方と雨量とのおおよその関係

梅
雨
の
季
節
で
す

食食
中中
毒毒
にに
ごご
注注
意意
をを
��

市
・
府
民
税
第
１
期
分

納
期
限
は
６
月
３０
日
で
す

＊
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
延
滞
金
が
か
か
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

市
民
税
課

京都市 
中央卸売市場 
第一市場 

法華寺法華寺 

輪違屋輪違屋 
交
番 

坊
城
通 

　
壬
生
川 

（
壬
生
）通 

花屋町通 

法華寺 

輪違屋 
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